
トンネル対策設備の遠方監視について上述したが， 無線回線

としてのγステムチヱツ ク ができないので， 新幹線では主要ト

ンネル系を対象として統制局一一基地局一一 トンネル間を結ぶ

システムの総合監視を行な っ ている。

これは ト ンネノレ系の端末にセットされ，常時または統制局 よ

りの遠方起動で障害伝送を行なう 。系榊成および炎rnの概要を

閃-8 ・ 9 に示す。 ;1，11御部は半導体論用回路を内政し，送受信レ

関 8 監視装舵系構成閃

ト J ネルー' /J; J也尚 一・靴制 /"j

起動 j ， ! り

I! 鰍 f ， l り

ベノレの ~~I:悦および;_!i li';強 ;])11起動 ， 受信疑似障害等の繰作が行な

える。 fr~彼方法の概要は次のとおり

(1) 統制l局ー」移動局系 J，~地局電波を常時枇視し ， 所定の

レ ベルより低下した場合は . O.9 m世 ケープル伝i塁線を通して基

地局紙 1"11 で統;I~IJ吊に障害の伝送表示を行な 九 これにより . ト

ンネル対策設備の系とし ての動n，1Ji.i税ができる 。

(21 移動周一」統制局系 統制局からの遠ブ)11 ， 11御で股視装択

を起動し，移動局 〉統制局方向の l 波 (CH-8 414.175 mc) 

表-6 grit見現(Ì躍の主要何 能

Î巳地ー→移動 1. ;\ 451.'- 452 ‘mc 
JI，j 波数範州 | 

| 移動ー→芯地 1，;\ 414.175mc 

1，t:郁受信人ブJ レ ヘル範囲 ー 1 9 ~ 1: dbm ( 可変)

基準滋 f，-j"/ I lJJ !/へん範開 ! - 34 :': ，~ dbm( " ) 
不要 幅射電力 -30 d b 以下

ゾ ネノレ H 常信号 1.4 rad 
送信変調 指 数 l

法地局指定信 号 1 rad 

トンネノレ 正常信号 1955. 2125, 2295 c/s の 1 肢

起動信号 2635. 2975. 3315 c/s の l 波
起動信 リ動作レ ベル範VH ' -20 士6 dbm 

を発信 させ . 1 ンネ ノレ 表一7 新幹線 ト γ ヰノレ対策の実績

系および法i也局経 HI の 項 11 !数 量
無線回線として統1i; 11悶

トンネノレ対策施工 ト ンネル数 I 55筒所
に伝送し，その問のシ

車嘩 66.5 km 
ステムの動作耽悦を行 ト ンネノレ外ブースタ 1 36 嗣 l
なう。 こ の装慌の主要 ト γ ネル内ブースタ 109 組

ト ン ネル系耽視装置 11 掛l
性能を表 61こ示す。 一 一

なお， トンネル内プースタは保守点検に不便な場所に設住主 さ

一一一 307

ト ンネル・ ポ

れているので， 高信頼度化を考慮し全トランジメタ化を行ない，

I任列部の瞬間故障率は約 90X 10-6 (MTBF 約 12.000 時間)に達

しているが， 縦続f~続されているため系 と しての * 信額度は急

速に減少する。 また， トンネノレの環境条件あ るいは季節的な影

響に より 導波線の伝送損失が増大すると保守マ ー ジンを割るお

それがあるので，特に基地移動系の終段ト ラ ンジスタ lOmw 

として余俗を もたせ，かつ系の 2 重化 (内プー スタのセ ッ ト 予

備化)を行ない，系の信頼度向上をはかる計図である。
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トンネル・ポーリ ン ク'マ シン (英) tunnel boring ma-

chine (独 ) Tunnelbohrmaschine トンネ ル ・ ポーリングマ V

ンは，ずい道全断而を爆薬を使用せずに. 1/J 商 1]. 破砕して掘進

写tH ロビンス式(径 2.3m 用)

する機械である。 ト γ ネノレ ・ ボ 国一1 切削状況関

ー リ ングマ γ ンは近年各国で下

水道 ・ 発電水路 ・ 坑道などの侃

さくに使用されている。硬行用

では，アメリカのロビンス1\'1.

オーストリ アのウフr ーノレ 7 イヤ

ー型が代表的な機傾で実績もあ

る。 わが国て。 も資源技術試験所

(通産省)て'試作中であり ， また，

ロビンス却Jの同君~機がl詞産化さ

れ， 試用されているが， まだ一

般には普及していない。

軟弱地僚を対象としている機械化シールド も， ト ンネ ノレ ・ ボ

ー リ ングマ、ノンの-~追であ り，モスグワ ， レ ニングラード ， キ

エフなどソ，lliの諸都市の地下鉄の施工に大きな実績をあげ. f也

のぷ|判，わがIßでも実用機が製作され，地下鉄 ・ 下水道などの

掘さくに使用され，成果をあげている。

機械化γ ールドは地下水の湧出に対して圧気工法を併用 し ，

最近の機種では部分IE父(作業活の作業する箇所は符，圧)の機悦

写真ー2 ウオールマ イ ヤー型(径 2.7-3.0 m 用 )


